
マルチレンダリングパック

室内パース明るさ調整 

ワンポイントマニュアル



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明るさ調整の操作ポイント 
 

 

このワンポイントマニュアルでは、マルチレンダリング（以下マルチ R）の内観パースでの 

明るさ調整の操作ポイントを説明いたします。                                 

下記の「調整無しパース」を「調整有りパース」の自然な明るさにするポイントは、 

①照明部品の質感設定と②天井・床面の（明るさと、反射率）の調整です。 

操作手順では、主に「面選択」機能を活用していきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①照明部品の質感設定 
 

3D カタログの照明部品は、照明カバーに標準の質感が設定されています。下記のシーリング

ライトとダウンライトのカバーでは、標準質感として「プラスチック（光沢弱）が割り当てされて

います。このカバー面の質感を「つや消し」に変更する事により、他の光源に反射する事なく

自然な質感で昼間の部屋の照明の表現が可能になります。 

 

操作手順は、「面選択」から照明カバーの面を選んで下記の番号手順で質感を変更して下さい。 
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②天井・床面の（明るさと反射率）の調整 
 

天井・床面の（明るさ・反射率）の標準設定値は、（100）になっています。         

下記の間取りのケースでは、値を（120）に変更する事により部屋全体の明るさ調整が可能に

なります。操作手順は、「面選択」から天井・床面を選択して番号手順を行います。注意ポイント

は、④の指定面割付☑になっている事を確認してから「割付実行」を行って下さい。 

 

天井面:  (明るさ：100) (反射率：100)

床面 ：（明るさ：100）(反射率：100）

天井面:  (明るさ：120) (反射率：120)

床面 ：（明るさ：120）(反射率：120）

天井・床面調整無し 天井・床面調整有り
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